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2025 年 8 月 6 日 

 

東急不動産株式会社 

株式会社東急イーライフデザイン 

株式会社チャーム・ケア・コーポレーション 

 

東急不動産グループ、チャーム・ケア・コーポレーションの共同プロジェクト 

シニア向け公募型アートイベント「ライフデザインアート」を開催 

～「居場所のエネルギー」をテーマに、シニアライフ充実と若手アーティスト育成を目指す～ 

 

東急不動産株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：星野 浩明、以下「東急不動産」）と株式会

社東急イーライフデザイン（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：大柴 信吾、以下「東急イーライフデザ

イン」）は、株式会社チャーム・ケア・コーポレーション（本社：大阪府大阪市、代表取締役会長 兼 CEO：

下村 隆彦、以下「チャーム・ケア・コーポレーション」）との間で、昨年締結した業務提携契約及び資本提

携（以下「業務資本提携」）に基づく具体的な取り組みの一つとして、シニアライフの充実と若いアーティス

トの育成を目的とした、「ライフデザインアート」プロジェクトを共同開催いたします。 

 アートは人々の生活に心の豊かさと癒しをもたらす重要な要素であり、特にシニア世代にとって、生きる

力を引き出し日常の楽しみとなる素晴らしいものです。 

 本プロジェクトでは、アートの力を最大限に活用し、アート作品公募と展覧会開催のほか、 

東急イーライフデザインの各住宅のご入居者向けにアートレクリエーションの実施も予定しております。 

 

 

 

■東急不動産グループとチャーム・ケア・コーポレーションによる業務資本提携 

東急不動産及び東急イーライフデザインでは、豊富な街づくりや住まいづくりを通じて、シニア世代が安

心して暮らせる高品質なサービスと生活空間を提供するため、「私らしくを、いつまでも。」を事業ステート

メントとする「グランクレール」シリーズを中心に、東京・神奈川にて 24 住宅（2025 年 7 月時点）の自立

型を主体としたシニア向け住宅の開発・運営を行っております。 

グランクレール芝浦 専有部 グランクレール綱島 ラウンジ 
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チャーム・ケア・コーポレーションでは、「高齢者生活サービスを中心として、お客様お一人おひとりの価

値観を大切にし、お客様にあった魅力的な生活を提案します。」という企業理念のもと、介護付有料老人ホー

ムを中心に全 105 ホーム（首都圏 50・近畿 55、2025 年 5 月末日時点）を展開しております。 

東急不動産、東急イーライフデザイン及びチャーム・ケア・コーポレーションは、両社グループがこれま

で培ってきたシニア向け住宅事業における住まいづくりと運営の知見・ノウハウを掛け合わせて、ご高齢者

の安全で快適なシニアライフの拡充を目指し、2024 年 6 月に業務提携契約を締結、あわせて資本提携も実施

しております。 

 その業務資本提携に基づく具体的な取り組みの一つとして、シニアライフ充実と若いアーティストの育成

を目的に、「ライフデザインアート」プロジェクトを共同開催いたします。 

 

■作品公募のテーマは「居場所のエネルギー」 

東急不動産、東急イーライフデザイン、チャーム・ケア・コーポレーションの 3 社が手を取り合い、「居場

所のエネルギー」をテーマに作品を公募します。 

私どもは、シニア住宅施設の開発・運営会社として、人生のさまざまなステージにおいてそれぞれの方が

「自分らしくいられる場所＝居場所」を求めることに共通の価値を見出してまいりました。 

このプロジェクトでは、世代や立場を超えて交差する「居場所」への想いを、アートを通じて表現するこ

とで、社会にポジティブなエネルギーを届けることを目指します。 

 

 

■世代や立場を超えて交差する想いを、「ライフデザインアート」プロジェクトで表現 

この度、3 社で共同開催する「ライフデザインアート」プロジェクトで

は、全国からの公募で選出された入選以上の若手アーティストの作品を東

急イーライフデザインのシニア向け住宅に展示するほか、アートを介する

コミュニケーションを目的としたアートレクリエーションをご入居者向け

に実施することで、ご入居者の快適なシニアライフの充実を図るととも

に、若手アーティストの支援にもつなげてまいります。 

 

「ライフデザインアート」プロジェクトの特設サイトはこちら 

https://www.e-life-design.co.jp/lda/ 

 

 

■チャーム・ケアが介護事業者ならではの視点で取り組んできた「アートギャラリーホーム」の知見を活用 

本プロジェクトでは、チャーム・ケアがこれまで取り組んできた「アートギャラリーホーム」の知見を活

かし、公平かつ質の高い作品公募と展覧会を実施します。 

名誉審査委員に青柳正規氏、審査委員には小泉俊己氏、町田久美氏、展示審査委員には野口玲一氏をお迎

えしました。3 社が第一線で活躍されている美術関係者と連携することで、若手アーティスト支援の一助と

なるよう努めてまいります。 

2025 年 11 月から作品公募を開始し、2026 年 2 月頃に審査を実施、2026 年 3 月下旬に表彰式・展覧会を

実施する予定です。なお、表彰式については、東急不動産が運営する商業施設「渋谷サクラステージ」で開

催することを予定しております。 

 

https://www.e-life-design.co.jp/lda/
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＜審査委員紹介＞ 

 

・名誉審査委員：青柳 正規（あおやぎ まさのり） 

 

東 京 大 学 名 誉 教 授 、 日 本 学 士 院 会 員 、 山 梨 県 立 美 術 館 館 長 、 

学 校 法 人 多 摩 美 術 大 学 理 事 長 、 奈 良 県 立 橿 原 考 古 学 研 究 所 所 長 、 

石 川 県 立 美 術 館 館 長 、 公 益 財 団 法 人 せ た が や 文 化 財 団 理 事 長 、 

公 益 財 団 法 人 東 京 都 歴 史 文 化 財 団 ア ー ツ カ ウ ン シ ル 東 京 機 構 長 、 他 。 

地中海学会賞（ 1978 年）、マルコ・ポーロ賞（ 1991 年）、浜田青陵賞 

（ 1 9 9 1 年 ）、 毎 日 出 版 文 化 賞 （ 1 9 9 3 年 ）、 紫 綬 褒 章 （ 2 0 0 6 年 ）、 

日本放送協会放送文化賞（2011 年）、瑞宝重光章（2017 年）などを受賞、 

文化功労者（ 2021 年）。海外では、イタリア  ポルト・エンペドクレ賞 

（ 1 9 8 4 年 ）、 イ タ リ ア 共 和 国 功 績 正 騎 士 勲 章 （ 2 0 0 2 年 ）、 イ タ リ ア 

 Sebet ia  Ter 国際賞（2008 年）、イタリア Torquato  Tasso 国際賞 

（2017 年）、イタリア Amedeo Maiuri 国際考古学賞(2021 年)を受賞。 

著 書 は 、『 皇 帝 た ち の 都 ロ ー マ 』、『 ロ ー マ 帝 国 』、『 文 化 立 国 論 』、 

「人類文明の黎明と暮れ方」他。 

 

・審査委員：小泉 俊己（こいずみ としみ） 

 

 多摩美術大学副学長。1985 年、多摩美術大学大学院美術研究科彫刻専攻 

修了。1993 年、文化庁芸術家在外派遣研修員として渡欧（ドイツ滞在）。 

主な展覧会に、「現代日本美術展 ― 20ste Biennale Middelheim ‒ Japan」 

（1989 年、ミッデルハイム野外彫刻美術館、ベルギー）、「彫刻の遠心力 

 ― この 10 年の展開」（1992 年、国立国際美術館）、「アート／生態系 ― 

 美術表現の『自然』と『制作』」（1998 年、宇都宮美術館）、「第 21 回現代 

日本彫刻展」（2005 年、宇部市野外彫刻美術館）、「物語の彫刻」（2007 年、 

東京藝術大学美術館陳列館）、個展「Atlas」（2011 年、香美市立美術館）、 

個展「POLARIS」（2016 年、カスヤの森現代美術館）、その他個展・グルー 

プ展多数。2011 年、第 37 回中原悌二郎賞を受賞。 

 

・審査委員：町田 久美（まちだ くみ） 

 

武蔵野美術大学教授。多摩美術大学絵画科日本が専攻卒業。2008-2009 年、 

文化庁新進芸術家海外留学制度でデンマークに滞在。主な展覧会に、⻄村画廊 

(2005 年-)、「KumiMachida」(2008 年、ケストナーゲゼルシャフト、ドイツ)、 

「KumiMachida ことばを超えて語る線」（2008 年、高崎市タワー美術館）、 

「Japanorama.A new vision on art since 1970」(2017 年、ポンピドゥ・ 

センター・メッス、フランス)、「TOKYO:ART&PHOTOGRAPHY」(2021 年、 

アシュモレアン美術館、イギリス)、「町田久美作品展ー1 本の線ー」（2022 年、 

小松市立本陣記念美術館）、「浮世絵現代」（2025 年、東京国立博物館表慶館） 

など。主な収蔵先に、東京都現代美術館、ニューヨーク近代美術館など。主な 

作品集に「町田久美画集」(2012 年、青幻舎)、「町田久美画集 五夜」(2021 年、 

芸術新聞社)などがある。 
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・展示審査委員：野口 玲一（のぐち れいいち） 

 

1993 年から東京都現代美術館、1996 年から東京藝術大学大学美術館の 

学芸員として日本の近現代美術の展覧会を企画。2004 年から文化庁芸術文化 

調査官として文化庁に勤務し、「DOMANI・明日展」の企画、在外研修や 

メディア芸術祭等の業務に携わる。 

2011 年より三菱一号館美術館学芸員。浮世絵展（2013）、「画鬼・暁斎」展 

（2015）、「三菱の至宝」展（2021）、「芳幾・芳年」展（2023）等の企画を 

行う。 

 

 

 

 

＜「ライフデザインアート」プロジェクトにおけるアート公募・作品展の開催概要（予定）＞ 

・作品公募テーマ ：「居場所のエネルギー」 

・公募期間     ：2025 年 11 月 1 日～2026 年 1 月 5 日 

・1 次審査     ：2026 年 1 月下旬  

・2 次審査     ：2026 年 2 月下旬 

・表彰式      ：2026 年 3 月 26 日 ※渋谷サクラステージにて開催予定 

・展覧会      ：2026 年 3 月 28 日～29 日 ※ミズキーホールにて開催予定 

・特設サイト   ：https://www.e-life-design.co.jp/lda/ 

 

https://www.e-life-design.co.jp/lda/
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■各社概要 

 

＜東急不動産株式会社＞ 

代表者 代表取締役社長 星野 浩明 

所在地 東京都渋谷区道玄坂一丁目 21 番１号 渋谷ソラスタ 

事業内容 都市事業、住宅事業、インフラ・インダストリー事業、ウェルネス事業、海外事業等 

URL https://www.tokyu-land.co.jp/ 

 

＜株式会社東急イーライフデザイン＞ 

代表者 代表取締役社長 大柴 信吾 

所在地 東京都渋谷区道玄坂一丁目 10 番 8 号 渋谷道玄坂東急ビル 

事業内容 高齢者住宅・有料老人ホームの経営・運営・運営受託、高齢者住宅・有料老人ホームに 

係るコンサルティング等 

URL https://www.e-life-design.co.jp/ 

 

＜株式会社チャーム・ケア・コーポレーション＞ 

代表者 代表取締役会長兼 CEO 下村 隆彦 

所在地 大阪府大阪市北区中之島三丁目 6 番 32 号 ダイビル本館 21 階 

事業内容 「介護付有料老人ホーム」及び「住宅型有料老人ホーム」の運営ほか  

URL https://www.charmcc.jp/corp/ 

 

 

https://www.e-life-design.co.jp/
https://www.charmcc.jp/corp/

